
京都市市有地等入札事務取扱要綱 
 

（ 趣旨）  

第１ 条 こ の 要綱は 、 地方自治法、 地方自治法施行令（ 以下「 令」 と い う 。 ） そ の 他別に 定め が

あ る も の の ほ か 、 京都市（ 以下「 本市」 と い う 。 ） の 保有する 普通財産の う ち 、 土地及び建物

（ 以下「 市有地等」 と い う 。 ） に 係る 競争入札（ 以下「 入札」 と い う 。 ） に よ る 売却及び入札

で 落札者が な か っ た 場合に おけ る 随意契約に よ る 売却に 関し 、 必要な 事項を 定め る も の と する 。  

（ 入札の 公告）  

第２ 条 市長は 、 入札に よ り 市有地等を 売却し よ う と する と き は 、 入札期日の 20日（ 急を 要する

場合に あ っ て は 、 10日） 前ま で に 公告する も の と する 。  

２  前項の 規定に よ る 公告は 、 京都市条例の 公布等に 関する 条例第６ 条に おい て 準用する 同条例

第２ 条第２ 項に 定め る と こ ろ に よ る ほ か 、 イ ン タ ーネ ッ ト を 利用し て 閲覧に 供する 方法に よ り

行う も の と する 。  

３  令第167条の ６ 第１ 項に 規定する そ の 他入札に つい て 必要な 事項は 、 次に 掲げる と おり と する 。  

（ １ ） 売却する 市有地等（ 以下「 入札物件」 と い う 。 ） の 所在、 面積及び予定価格 

（ ２ ） 入札の 日時及び場所 

（ ３ ） 入札参加資格 

（ ４ ） 入札案内書の 配布期間及び配布場所 

（ ５ ） 入札参加申込み方法及び必要書類 

（ ６ ） そ の 他入札の 実施に 必要な 事項 

（ 入札参加資格）  

第３ 条 次の 各号の い ずれか に 該当する 者は 、 入札参加資格を 有し な い 。  

（ １ ） 入札し よ う と する 市有地等に 係る 事務に 従事する 職員 

（ ２ ） 入札に 係る 契約を 締結する 能力を 有し な い 者 

（ ３ ） 破産手続開始の 決定を 受け て 復権を 得な い 者 

（ ４ ） 令第167条の ４ 第２ 項各号の い ずれ か に 該当し 、 ３ 年を 経過し な い 者及びそ の 者を 代理人、

支配人そ の 他の 使用人又は 入札代理人と し て 使用する 者 

（ ５ ） 京都市暴力団排除条例第２ 条第１ 号に 規定する 暴力団並びに 同条第４ 号に 規定する 暴力団

員等及び同条第５ 号に 規定する 暴力団密接関係者並びに こ れ ら の 者の 依頼を 受け て 市有地等の

売買契約を し よ う と する 者 

（ ６ ） 入札物件を 暴力団員に よ る 不当な 行為の 防止等に 関する 法律第２ 条第２ 号に 規定する 暴力

団の 事務所及び公の 秩序又は 善良な 風俗に 反する 目的そ の 他社会通念上不適切と 認め ら れ る も

の の 用に 供し よ う と する 者並びに こ れ ら の 者の 依頼を 受け て 市有地等の 売買契約を し よ う と す

る 者 

２  市長は 、 入札物件の 個別事情を 考慮し て 、 前項に 追加し て 入札参加資格を 定め る こ と が あ る 。  

（ 留意事項）  

第４ 条 入札手続に おい て 使用する 言語及び通貨単位は 、 日本語及び日本国通貨に 限る 。  

２  建物付土地の 予定価格は 、 消費税及び地方消費税相当額を 含ま な い 価格と し 、 落札金額の 土

地価格と 建物価格の 内訳は 、 予定価格の 土地価格と 建物価格の 比率に よ り 市長が 定め る 。  



３  前項の 規定に か か わ ら ず、 民法第579条の 規定に よ る 買戻し の 特約の 登記を 付する こ と を 条件

と する 入札物件の 土地価格と 建物価格の 内訳に つい て は 、 入札案内書に おい て 別に 定め る 。  

（ 入札参加申込み）  

第５ 条 市長は 、 入札に 参加を 希望する 者（ 以下「 入札希望者」 と い う 。 ） に 対し 、 入札参加申

込み方法に 定め る 申込受付期間内に 次に 掲げ る 書類の 提出を 求め る も の と する 。  

（ １ ） 一般競争入札参加資格審査申請書（ 第１ 号様式）  

（ ２ ） 誓約書（ 第２ 号様式）  

（ ３ ） 誓約書（ 京都市暴力団排除条例施行規則第１ 号様式）  

（ ４ ） 申請者が 法人で あ る 場合に は 、 営業所所在地等報告書兼誓約書（ 第３ 号様式）  

（ ５ ） 申請者が 法人で あ る 場合に は 、 登記事項証明書（ 全部事項証明書） （ 発行後３ 箇月以内の

も の に 限る 。 ）  

（ ６ ） 申請者が 個人で あ る 場合は 、 住民票の 写し （ 発行後３ 箇月以内の も の に 限る 。 ）  

（ ７ ） そ の 他市長が 必要と 認め る 書類 

２  入札の 参加資格が あ る と 認め ら れ た 者に は 、 一般競争入札参加資格者証（ 第４ 号様式） を 交

付する 。  

（ 入札保証金）  

第６ 条 令第167条の ７ 第１ 項の 規定に よ る 入札保証金の 額は 、 当該予定価格の 100分の ５ に 相当

する 額（ 千円未満切上げ） と する 。  

２  前項に 規定する 入札保証金は 、 本市が 発行する 納入通知書に よ り 、 本市が 定め る 日ま で に 支

払わ な け ればな ら な い 。  

３  第１ 項に 規定する 入札保証金に は 、 利子を 付さ な い 。  

（ 入札）  

第７ 条  入札し よ う と する 者（ 以下、 「 入札者」 と い う 。 ） は 、 入札の 際に 次 の 各号に 掲げ る 書

類を 提出し な け れ ばな ら な い 。  

（ １ ） 入札書（ 第５ 号様式）  

（ ２ ） 委任状（ 第６ 号様式） （ 代理人に よ っ て 入札し よ う と する 者に 限る 。 こ の 場合に おい て 、  

復代理人は 、 認め な い 。 ）  

（ ３ ） 入札保証金還付請求書（ 第７ 号様式）  

（ ４ ） 前条の 規定に よ り 支払っ た 入札保証金の 領収書 

（ 入札書の 書き 方）  

第８ 条 入札書に は 、 入札金額を 記入の う え 、 入札者（ 代理人が 入札する 場合は 代理人） 本人に

おい て 署名する も の と する 。  

２  入札金額は 、 算用数字を 用い て 表示し 、 最初の 数字の 前に 「 ￥」 を 付け る も の と する 。  

３  建物付土地に つい て は 、 消費税及び地方消費税相当額を 含ま な い 金額を 記入する も の と する 。  

（ 入札書の 書換え 禁止等）  

第９ 条 市長は 、 い か な る 理由が あ っ て も 、 既に 入札者が 提出し た 入札書の 書換え 、 引換え 又は

撤回を 認め な い 。  

 

 

 



（ 入札の 無効）  

第10条 次の 各号の い ずれか に 該当する 入札は、 無効と する 。  

（ １ ） 入札参加資格の な い 者が 入札し た と き 、 又は 第７ 条第１ 項第２ 号に 規定する 委任状及び一

般競争入札参加資格者証を 提出し な い 代理人が 入札し た と き 。  

（ ２ ） 本市が 定め る 期日ま で に 入札書を 提出し な か っ た と き 。  

（ ３ ） 所定の 入札書以外で 入札し た と き 。  

（ ４ ） 本市が 指定する 方法以外で 入札し た と き 。  

（ ５ ） 第６ 条に 規定する 入札保証金を 支払っ て い な い と き 。  

（ ６ ） 予定価格を 下回る 額で 入札し た と き 。  

（ ７ ） 同一入札物件に つき 、 入札者又は そ の 代理人が 他の 入札者の 代理を し た と き 。  

（ ８ ） 入札者又は そ の 代理人が １ 人で 同一事項の 入札に 対し 、 ２ 枚以上の 入札書で 入札し た と き 。  

（ ９ ） 入札書に 記載し た 入札金額に 訂正が あ る と き 。  

（ 10） 入札書に 記載し た 主要事項（ 入札金額、 入札者本人ま た は そ の 代理人本人の 署名を い う 。

次号に おい て 同じ 。 ） が 明確で な い と き 、 又は 漏れて い る と き 。  

（ 11） 鉛筆、 シ ャ ープ ペン シ ルそ の 他の 訂正の 容易な 筆記器具に よ り 主要事項を 記入し た と き 。  

（ 12） 入札者が 協定し て 入札を し た と き そ の 他入札に 際し 不正の 行為が あ っ た と き 。  

（ 13） 入札関係職員の 指示に 従わ な い な ど 、 入札会場の 秩序を 乱し た と き 。  

（ 14） そ の 他入札に 関する 条件に 違反し た と き 。  

（ 開札）  

第11条 入札の 開札は 、 入札し た 場所に おい て 、 入札後直ち に 入札者の 立会い の 下で 行う 。  

２  入札者又は 代理人が 開札に 立ち 会わ な い と き は 、 当該入札事務に 関係の な い 職員を 立ち 会わ

せて 開札する 。  

（ 落札者の 決定）  

第12条 有効な 入札を 行っ た 者の う ち 、 入札書に 記入さ れた 金額が 本市の 定め た 予定価格以上で 、

か つ、 最高の 価格を も っ て 入札し た 者を 落札者と する 。  

２  前項に 該当する 者が ２ 人以上あ る と き は 、 直ち に 当該入札者に く じ を 引か せて 落札者を 決定

する 。  

（ 入札結果の 公表）  

第13条 開札の 結果、 落札者が あ る と き は 、 そ の 者の 氏名（ 法人の 場合は そ の 名称） 及び落札金

額を 他の 入札者に 知ら せる も の と する 。  

２  前項の 場合に おい て 、 入札の 日の 翌日以降、 全入札者の 入札金額及び入札者名（ た だ し 、 個

人の 場合は 「 個人」 と 表記する 。 ） を 公表する 。  

（ 入札の 中止等）  

第14条 入札者が 不正又は 不誠実な 行為を する おそ れ が あ り 、 入札を 公正に 執行する こ と が で き

な い と 認め ら れる と き は 、 当該入札者を 入札に 参加さ せず、 又は 入札の 執行を 延期し 、 若し く

は中止する こ と が あ る 。  

２  入札の 執行に 際し 、 災害そ の 他やむを 得な い 事態が 生じ た と き は 、 そ の 執行を 延期し 、 又は

中止する こ と が あ る 。  

３  前２ 項に 定め る 場合の ほ か 、 市長が 必要と 認め る と き は 、 入札を 中止する こ と が あ る 。  

 



（ 入札保証金の 還付）  

第15条 入札保証金は 、 落札決定後、 落札者を 除き 、 第７ 条第１ 項第３ 号及び第４ 号に よ り 提出

さ れた 書類に 基づき 還付する  

（ 入札保証金の 帰属）  

第16条 落札決定後、 本市が 定め る 日ま で に 落札者が 契約を 締結し な い と き （ 落札後、 入札参加

資格を 有し な い 者で あ る こ と が 判明し 、 失格し た と き を 含む。 ） は 、 そ の 落札を 無効と する 。

こ の 場合に おい て 、 入札保証金は、 違約金と し て 本市に 帰属する も の と する 。  

（ 契約の 締結）  

第17条 売買契約は 、 入札案内書等の 売買契約書（ 案） に 基づき 、 落札決定後、 本市が 指定する

期間内に 締結する も の と する 。 こ の と き 、 落札者が 法人で あ る 場合に は 印鑑証明書、 個人で あ

る 場合は 印鑑登録証明書（ い ずれ も 発行後３ 箇月以内の も の に 限る 。 ） の 提出を 求め る も の と

する 。  

２  落札者が 落札し た 入札物件（ 以下「 落札物件」 と い う 。 ） を 公序良俗に 反する 用途に 供する

おそ れが あ る と き は 、 契約を 締結し な い 場合が あ る 。  

３  売買代金は 、 落札金額と する 。  

４  前項の 規定に か か わ ら ず、 建物付土地の 売買代金に つい て は 、 落札金額に 第４ 条第２ 項で 定

め た 比率に 基づく 建物に 係る 消費税及び地方消費税相当額を 加算し た 金額（ 同条第３ 項の 規定

を 適用する 場合に あ っ て は 、 別に 定め る 金額） と する 。  

（ 売買代金の 納入）  

第18条 市長は 、 落札者に 対し 、 次の 各号の い ずれ か の 方法で 、 売買代金の 納入を 求め る も の と

する 。 た だ し 、 市長が 必要と 認め る 場合は 、 次の 各号の い ずれ か の 方法を 指定する こ と が あ る 。  

（ １ ） 売買契約締結と 同日に 、 売買代金の 全額を 一括納入 

（ ２ ） 売買契約締結と 同日に 契約保証金と し て 売買代金の 100分の 10以上に 相当する 額（ 円未満切

上げ） を 納入し 、 そ の 後、 市長が 定め る 日ま で に 売買代金と 契約保証金の 差額を 納入 

２  落札者が 納入し た 入札保証金は 、 前項第１ 号の 場合は 売買代金に 、 同項第２ 号の 場合は 契約

保証金に 、 そ れ ぞ れ充当する も の と する 。  

３  第１ 項第２ 号に よ り 納入さ れ た 契約保証金に は 、 利子は 付さ な い も の と し 、 売買代金と 契約

保証金の 差額の 納入が あ っ た と き に は 、 契約保証金を 売買代金に 充当する も の と する 。  

（ 契約保証金の 帰属）  

第19条 契約者が 契約締結後に 売買代金を 納入し な い と き （ 契約締結後、 入札参加資格を 有し な

い 者で あ る こ と が 判明し 、 失格し た と き を 含む。 ） は 、 そ の 契約を 無効と する 。 こ の 場合に お

い て 、 契約保証金は 、 違約金と し て 本市に 帰属する も の と する 。  

（ 所有権の 移転）  

第20条 落札物件の 所有権は 、 売買代金が 完納さ れた と き に 移転する も の と する 。  

２  落札物件は 、 現状の ま ま 引き 渡すも の と する 。  

３  所有権移転登記の 手続は 、 本市が 行う も の と する 。  

（ 公租公課等）  

第21条 落札物件の 売買契約書作成に 要する 印紙税、 落札物件の 所有権移転登記に 要する 登録免

許税及び売買代金完納後の 公租公課等は 、 落札者の 負担と する 。  

 



（ 先着申込順に よ る 売却）  

第22条 入札で 落札者が な か っ た 入札物件は 、 先着順で 買受申込みを 受け 付け 、 随意契約で 売却

する こ と が あ る 。  

２  前項の 契約に よ る 売買金額は 、 第２ 条第３ 項第１ 号に 規定する 予定価格と する 。  

３  前項の 規定に か か わ ら ず、 建物付土地の 売買金額に つい て は 、 第４ 条第２ 項で 定め た 比率に

基づく 建物に 係る 消費税及び地方消費税相当額を 前項の 予定価格に 加算し た 金額（ 同条第３ 項

の 規定を 適用する 場合に あ っ て は 、 別に 定め る 金額） と する 。  

（ 対象物件の 周知）  

第23条 市長は 、 前条の 方法に よ る 売却を 予定する 入札物件が あ る 場合は 、 こ れに 係る 買受申込

受付の 期間及び場所そ の 他の 買受申込みに 必要な 事項を 入札案内書等に 記載する も の と する 。  

２  入札の 結果、 前条の 方法に よ る 売却を 行う と き は 、 前項の 事項に つい て 、 イ ン タ ーネ ッ ト を

利用し た 方法等に よ り 周知する も の と する 。  

（ 買受申込み）  

第24条 市長は 、 第22条の 買受申込みを 希望する 者（ 以下「 買受申込希望者」 と い う 。 ） に 対し 、

申込受付時に 次に 掲げ る 書類の 提出を 求め る も の と する 。  

（ １ ） 市有財産買受申込書（ 第10号様式）  

（ ２ ） 誓約書（ 第８ 号様式）  

（ ３ ） 第５ 条第１ 項第３ 号か ら 第７ 号ま で に 規定する 書類 

（ ４ ） 委任状（ 第９ 号様式。 買受申込希望者の 代理人が 申し 込むと き に 限る 。 ）  

（ 契約予定者の 決定）  

第25条 第22条第１ 項の 規定に よ り 買受申込みを 受け 付け る 場合の 契約予定者の 決定方法は 、 入

札案内書等に おい て 別に 定め る 。  

（ 準用）  

第26条 第３ 条、 第４ 条及び第17条か ら 第21条ま で の 規定は 、 先着申込順に よ る 売却を 行う 場合

に 準用する 。  

（ 雑則）  

第27条 こ の 要綱に 定め る も の の ほ か 、 入札に よ る 売却及び先着申込順に よ る 売却に 関し 必要な

事項は 、 行財政局資産イ ノ ベーシ ョ ン 推進室長が 定め る 。  

 

附 則（ 平成30年11月15日全部改正）  

こ の 要綱は、 平成30年12月１ 日か ら 施行する 。  

附 則 

こ の 要綱は、 令和２ 年１ 月31日か ら 施行する 。  

附 則 

こ の 要綱は、 令和２ 年４ 月１ 日か ら 施行する 。  

附 則 

こ の 要綱は、 令和３ 年４ 月１ 日か ら 施行する 。  

附 則 

こ の 要綱は、 令和４ 年４ 月１ 日か ら 施行する 。  


